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 第 2 章では、まず OTFT の動作原理および活性層に用いられる有機半導体材料につ
いて述べている。さらにその後 OTFT の評価手法として用いる原子間力顕微鏡の動作
原理や装置構成などについて説明している。  
第 3 章では、OTFT のしきい値電圧制御技術の開発内容について述べられている。ま






OTFT のしきい値電圧制御において有効なアプローチであると結論付けている。  
 第 4 章では、原子間力顕微鏡の派生技術であるケルビンプローブ原子間力顕微鏡































いて述べている。瞬時周波数法を導入した時間分解 EFM では、3 μs の時間分解能で探
針振動の瞬時周波数の時間変化が評価可能であることを実証している。さらに本手法を














































成 28 年 1 月 26 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博
士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
